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曽山 明彦,江口 晋：臓器保存におけるパッキング 海外の現状と本邦における標準プロトコールの策定. Organ Biology 
29(1): 8-12, 2022.

伊藤 泰平,剣持 敬,太田 充彦,蔵満 薫,曽山 明彦,木下 修,江口 晋,湯沢 賢治,江川 裕人：COVID-19感染流行期における理想
的な臓器摘出を創出するためのアンケート調査の結果 厚生労働科学特別研究事業による調査研究. 移植 56(4): 405-412, 
2022.

Soyama A, Hara T, Hidaka M, Eguchi S: Intraoperative temporary partial packing for parenchymal injury of a liver graft.. 
Asian journal of surgery 45(6): 1265-1266, 2022. doi: 10.1016/j.asjsur.2022.01.101.  (IF: 3.5)  ＊
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金高賢悟，東　美樹，丸屋安広，小林慎一朗，江口　晋：消化器外科分野の再生医療：現状と展望. BioClinica 3712:  
2022.

曽山明彦，江口　晋：脳死登録における適正な基準制定のためのアカデミアの役割. 肝胆膵 855:  2022.

橋口 慶一,山口 直之,中尾 一彦,谷口 育洋,田中 久也,永松 雅朗,峯 彩子,猪股 寛子,黒濱 大和,塩田 純也,赤司 太郎,田渕 真惟
子,北山 素,松島 加代子,赤澤 祐子,大仁田 賢,岡野 慎士,丸屋 安広,小林 慎一郎,金高 賢悟,江口 晋：非乳頭部十二指腸腫瘍
におけるスコアリングシステムの有用性と限界についての検討. Gastroenterological Endoscopy 64(Suppl.1): 736, 2022.

松島 肇,足立 智彦,大野 慎一郎,今村 一歩,吉野 恭平,田中 貴之,原 貴信,曽山 明彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 
晋：臓器移植医療の実際 当院における膵臓移植医療の現状と取り組み スタートアップから現在まで. 日本外科系連合
学会誌 47(3): 323, 2022.

田中貴之，江口　晋：膵癌. 消化器疾患最新の治療　2023-2024 :  2022.

原　貴信，江口　晋：肝後区域切除 . 手術 764:  2022.

国試対策問題編集委員会,医療情報科学研究所,岡庭豊,荒瀬康司,三角和雄,江口晋：肝疾患－門脈圧亢進症－. Year note 
2023 内科・外科編, 株式会社メディックメディア : B65-B67, 2022.

国試対策問題編集委員会,医療情報科学研究所,岡庭豊,荒瀬康司,三角和雄,江口晋：消化器疾患の手術. Year note 2023 内
科・外科編, 株式会社メディックメディア : A129-A132, 2022.

曽山明彦，原　貴信，日高匡章，江口　晋：腹腔鏡による授動に必要な肝支持組織の理解. 外科 845:  2022.

曽山明彦，日髙匡章，江口　晋：肝S3部分切除術. 新DS NOW 14 腹腔鏡下肝部分切除術のすべて :  2022.

曽山明彦、日髙匡章、原　貴信、金高賢悟、江口晋：腹腔鏡下肝切除におけるPringle法 -高度癒着症例に対する工夫-. 
日本消化器外科学会雑誌 5510:  2022.

今村 一歩,足立 智彦,松島 肇,松本 亮,原 貴信,曽山 明彦,日高 匡章,江口 晋：切除企図胆道癌に対する術前門脈塞栓術施行
例における切除未達成例の検討. 胆道 36(3): 451, 2022.

日高 匡章,原 貴信,井上 悠介,松島 肇,松本 亮,今村 一歩,小林 慎一朗,曽山 明彦,足立 智彦,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：
機能予後を重視したACS戦略 DCSにおけるOpen abdomen management(OAM)と腸管機能温存の成績. Japanese Journal of 
Acute Care Surgery 12(Suppl.): 94, 2022.

今村 一歩,足立 智彦,松島 肇,松本 亮,原 貴信,井上 悠介,曽山 明彦,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：外傷性膵損傷
治療の再考 当科における外傷性膵損傷の治療戦略と成績. Japanese Journal of Acute Care Surgery 12(Suppl.): 72, 2022.

望月 保志,倉田 博基,松田 剛,迎 祐太,中西 裕美,光成 健輔,松尾 朋博,大庭 康司郎,日高 匡章,竹田 昭子,宮田 康好,錦戸 雅春,
江口 晋：長崎県における脳死下臓器提供と献腎採取のバリエーション. 移植 57(総会臨時): 299, 2022.

曽山 明彦,江口 晋,原 貴信,足立 智彦,松島 肇,今村 一歩,伊藤 信一郎,金高 賢悟,日高 匡章：ロボット支援肝切除:手技の工
夫と成績 ロボット支援下肝切除のコツ. 日本内視鏡外科学会雑誌 27(7): 926, 2022.

松島 肇,伊藤 泰平,會田 直弘,栗原 啓,富丸 慶人,伊藤 壽記,剣持 敬：Secondary Publication (Secondary Publication)膵臓移
植における移植時レシピエント年齢と移植後予後との関連性に関する検討. 移植 57(1): 109-117, 2022.

栗嵜 健,足立 利幸,岡田 怜美,井上 悠介,伊藤 信一郎,小林 和真,足立 智彦,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：回腸人工肛門閉鎖
術後にBacterial Translocationによる敗血症性ショックを来した1例. 日本大腸肛門病学会雑誌 75(6): 309, 2022.

田中 彩,馬場 雅之,森田 道,久芳 さやか,大坪 竜太,松本 恵,林 洋子,江口 晋,永安 武：当院でのHER2陽性乳癌およびトリプ
ルネガティブ乳癌に対する術前化学療法の変遷について. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 30回: EP15, 2022.

森田 道,久芳 さやか,前田 茂人,南 恵樹,森内 博紀,田中 彩,赤司 桃子,崎村 千香,馬場 雅之,大坪 竜太,松本 恵,山之内 孝彰,矢
野 洋,山口 淳三,永安 武,江口 晋：転移性乳癌におけるpost-recurrence survivalに影響を与える因子の検討. 日本乳癌学会
総会プログラム抄録集 30回: EP6, 2022.

花田 匡利,日高 匡章,曽山 明彦,田中 貴之,原 貴信,原口 雅史,及川 真人,名倉 弘樹,竹内 里奈,江口 晋,神津 玲：【臓器移植と
リハビリテーション医療】肝移植とリハビリテーション医療. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 59(6): 
583-589, 2022.

原 貴信,日高 匡章,井上 悠介,猪熊 孝実,曽山 明彦,松本 亮,今村 一歩,松島 肇,足立 智彦,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：多
発外傷診療における消化器外科医教育. Japanese Journal of Acute Care Surgery 12(1): 66-70, 2022.
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藤田 拓郎,小坂 太一郎,足立 智彦,原 貴信,松島 肇,今村 一歩,曽山 明彦,田中 貴之,小林 和真,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢
吾,江口 晋：8歳女児の膵頭部の充実性偽乳頭状腫瘍に対して腹腔鏡下膵頭十二指腸切除を行った1例. 日本外科学会定
期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

栗嵜 健,足立 智彦,田中 貴之,今村 一歩,原 貴信,松島 肇,曽山 明彦,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：膵癌術後5年
無再発例のその後の経過に関する検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

今村 一歩,足立 智彦,田中 貴之,吉野 恭平,松隈 国仁,松島 肇,原 貴信,曽山 明彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：
当科で切除施行した肝内胆管癌に対する治療成績の検討 診療ガイドラインにおけるアルゴリズムの検証. 日本外科学会
定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

田中 貴之,足立 智彦,松島 肇,今村 一歩,吉野 恭平,松隈 国仁,原 貴信,曽山 明彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：
「膵癌におけるストレスマーカー(αクロトー)の臨床的意義に関する検討」. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: 
SF, 2022.

足立 智彦,田中 貴之,今村 一歩,吉野 恭平,原 貴信,松島 肇,曽山 明彦,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：悪性腫瘍に
対する腹腔鏡下/ロボット支援下PDの手術手技と成績. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

伊藤泰平，剣持　敬，太田充彦，蔵満　薫，曽山明彦，木下　修，江口　晋，湯沢賢治，江川裕人：COVID-19感染流
行が臓器提供と脳死下・心停止後臓器移植に及ぼした影響と今後の展望. 日本外科学会雑誌 1235:  2022.

武 優希,竹田 昭子,江口 晋,永安 武,田崎 修,前村 浩二：若者の移植への意識向上を目的とした臓器移植推進国民大会の開
催. 日本臨床腎移植学会プログラム・抄録集 55回: 306, 2022.

中村瞬,足立智彦,田中貴之,今村一歩,原貴信,濱田隆志,曽山明彦,日高匡章,伊藤信一郎,金高賢悟,江口晋：一期的に膵頭十
二指腸切除術を施行したIIIb型外傷性膵損傷の1例. 日本臨床外科学会雑誌 83(9): 1706, 2022.

町野 隆介,松本 桂太郎,福本 将之,小林 慎一郎,虎島 泰洋,永田 康浩,江口 晋,永安 武：ローカル5G技術を用いた専門医によ
る若手外科医への遠隔手術サポートの試み. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

小林 和真,岡本 辰哉,藤田 拓郎,井上 悠介,岡田 怜美,足立 利幸,久芳 さやか,森田 道,田中 貴之,小坂 太一郎,小林 慎一朗,丸
屋 安広,原 貴信,松島 肇,曽山 明彦,足立 智彦,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：高齢者の転移性大腸癌一次治療の
再検討 経口5-FU±BevacizumabとConversionに注目して. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

岡田 怜美,井上 悠介,足立 利幸,伊藤 信一郎,丸屋 安広,小林 慎一朗,足立 智彦,小林 和真,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：潰瘍
性大腸炎に対する治療戦略と治療成績の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

円城寺 貴浩,小林 慎一朗,足立 利幸,岡田 怜美,丸屋 安広,井上 悠介,足立 智彦,小林 和真,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,
江口 晋：胃GISTの発育様式における検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

足立 利幸,井上 悠介,岡田 怜美,伊藤 信一郎,円城寺 貴浩,小林 慎一郎,足立 智彦,小林 和真,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：結
腸癌に対する体腔内吻合と体腔外吻合の周術期治療成績の比較と腫瘍学的安全性の検討. 日本外科学会定期学術集会抄
録集 122回: SF, 2022.

伊藤 信一郎,井上 悠介,岡田 怜美,足立 利幸,栗嵜 健,山崎 遙,円城寺 貴浩,丸屋 安広,小林 慎一朗,足立 智彦,曽山 明彦,小林 
和真,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：当科における縫合不全ゼロを目指す試み. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: 
SF, 2022.

松島 肇,足立 智彦,山下 万平,濱田 隆志,田中 貴之,今村 一歩,吉野 恭平,釘山 統太,北里 周,日高 匡章,曽山 明彦,原 貴信,伊藤 
信一郎,金高 賢悟,角田 順久,黒木 保,江口 晋：膵癌術後補助化学療法としてのS-1単独療法においてRelative dose 
intensityが予後に与える影響に関する検討 長崎県下多施設共同研究. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 
2022.

池田 貴裕,足立 智彦,田中 貴之,宮本 大輔,今村 一歩,松島 肇,原 貴信,曽山 明彦,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：
ストレスは直接的にも、免疫抑制を介して間接的にも膵癌を増悪させる. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 
2022.

原 貴信,日高 匡章,井上 悠介,松島 肇,今村 一歩,田中 貴之,曽山 明彦,足立 智彦,小林 和真,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：
Open Abdomen Managementの実際と工夫 当科におけるOpen abdominal managementの現状と成績. 日本外科学会定期学
術集会抄録集 122回: WS, 2022.

猪熊 孝実,俵口 結衣,村橋 志門,上村 恵理,泉野 浩生,田島 吾郎,平尾 朋仁,野崎 義宏,山下 和範,原 貴信,井上 悠介,小坂 太一
郎,足立 智彦,曽山 明彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋,田崎 修：Acute care surgeryの概念は予定手術のトラブ
ルシューティングとして活用できる. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

曽山 明彦,日高 匡章,原 貴信,松島 肇,田中 貴之,今村 肇,足立 智彦,伊藤 慎一郎,金高 賢悟,江口 晋：進行肝細胞癌の病態に
合わせた免疫チェックポイント阻害薬・分子標的薬の選択と集学的治療戦略. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: 
DP, 2022.
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福本 将之,井上 啓爾,古賀 洋一,北島 正親,小林 慎一朗,進 誠也,永田 康浩,江口 晋：ローカル5G導入に向けた離島医療圏に
おける腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術遠隔サポートの実証研究. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

久芳 さやか,森田 道,前田 茂人,南 恵樹,森内 博紀,田中 彩,赤司 桃子,崎村 千香,馬場 雅之,杉山 望,大坪 竜太,松本 恵,金高 賢
悟,永安 武,江口 晋：転移性乳癌における症候性/無症候性の検討 サブタイプ、予後との関連、治療方針へ与える影響に
ついて. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

大坪 竜太,田中 彩,馬場 雅之,松本 恵,森田 道,久芳 さやか,江口 晋,永安 武：乳癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲー
ションサージャリーの解決すべき課題 腋窩リンパ節転移陽性乳癌患者に対するAxillary Reverse Mapping(ARM)に関す
るパイロット試験. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: PD, 2022.

日高 匡章,宮本 大輔,原 貴信,曽山 明彦,足立 智彦,田中 貴之,松島 肇,松隈 国仁,吉野 恭平,福本 将之,伊藤 信一郎,金高 賢悟,
江口 晋：肝胆膵領域における再生医療研究の最前線 低分子化合物を用いた肝前駆細胞からの肝・胆道システム構築. 
日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: WS, 2022.

久芳 さやか,前田 茂人,柴田 健一郎,松本 恵,山之内 孝彰,田中 彩,森田 道,畑地 登志子,馬場 雅之,大坪 竜太,矢野 洋,谷口 英
樹,金高 賢悟,永安 武,江口 晋：乳癌化学療法におけるステロイド含有含嗽薬による口腔粘膜炎予防の多施設共同無作為
化第II相試験. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 30回: PD5, 2022.

大坪 竜太,田中 彩,馬場 雅之,松本 恵,森田 道,久芳 さやか,林 洋子,前田 茂人,矢野 洋,稲益 英子,荻谷 朗子,関谷 健太,中島 正
洋,碇 秀樹,大野 真司,武井 寛幸,江口 晋,永安 武：革新的医療技術開発の現状 Semi-dry dot-blot(SDB)法を応用した新規乳
癌リンパ節転移診断キットに関する多施設共同臨床性能試験. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 30回: SY15, 2022.

曽山 明彦,日高 匡章,田中 貴之,原 貴信,松島 肇,濱田 隆志,松隈 国仁,福本 将之,足立 智彦,三馬 聡,宮明 寿光,金高 賢悟,中尾 
一彦,江口 晋：慢性肝疾患診療における現状と課題 NASH関連非代償性肝硬変に対する肝移植の治療成績. 日本消化器病
学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 119回・113回: 83, 2022.

足立 利幸,伊藤 信一郎,井上 悠介,岡田 怜美,足立 智彦,曽山 明彦,小林 和真,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：中下部直腸癌に
対する経肛門アプローチの意義と治療成績の検討. 日本消化器外科学会総会 77回: RS15, 2022.

井上 悠介,足立 利幸,岡田 怜美,伊藤 信一郎,小林 和真,曽山 明彦,足立 智彦,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：瘻孔形成を伴う
大腸憩室炎に対する腹腔鏡手術. 日本消化器外科学会総会 77回: P083, 2022.

伊藤 信一郎,井上 悠介,岡田 怜美,足立 利幸,小林 慎一朗,足立 智彦,小林 和真,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：合併症回避と
適切なリンパ節郭清のための頭側先行アプローチ先行腹腔鏡下結腸右半切除術. 日本消化器外科学会総会 77回: P044, 
2022.

日高 匡章,曽山 明彦,原 貴信,足立 智彦,田中 貴之,松島 肇,伊藤 信一郎,金高 賢悟,佐々木 龍,江口 晋：進行肝細胞癌に対す
る分子標的治療薬、免疫チェックポイント阻害薬、外科切除による集学的治療の可能性. 日本消化器外科学会総会 77
回: O15, 2022.

原 貴信,曽山 明彦,松島 肇,今村 一歩,田中 貴之,足立 智彦,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：生体肝移植後胆管吻
合部狭窄に対する治療成績と予防への取り組み. 日本消化器外科学会総会 77回: O29, 2022.

足立 智彦,松島 肇,今村 一歩,原 貴信,田中 貴之,曽山 明彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：【肝胆膵】短・長期

成績に基づく膵癌に対するロボット支援手術の再評価 膵癌に対する低侵襲PDの成績. 日本消化器外科学会総会 77回: 
WS5, 2022.

田中 貴之,足立 智彦,松島 肇,今村 一歩,原 貴信,曽山 明彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：当院における膵全摘
23症例の検討. 日本消化器外科学会総会 77回: O28, 2022.

曽山 明彦,原 貴信,松島 肇,今村 一歩,田中 貴之,足立 智彦,伊藤 信一郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：高難度肝切除におけ

る適切なアプローチ選択とロボット支援下切除応用の可能性. 日本消化器外科学会総会 77回: P204, 2022.

今村 一歩,足立 智彦,田中 貴之,松島 肇,原 貴信,曽山 明彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：腹腔鏡下膵体尾部切
除術における電動式自動縫合機を用いた膵切離方法の術後成績の検討. 日本消化器外科学会総会 77回: P016, 2022.

松島 肇,曽山 明彦,原 貴信,田中 貴之,今村 一歩,足立 智彦,日高 匡章,伊藤 信一郎,金高 賢悟,江口 晋：多孔門脈を有する肝
右葉グラフトを用いた生体肝移植における自家大伏在静脈形成グラフトを用いた門脈再建. 日本消化器外科学会総会 77
回: P013, 2022.

比企 直樹,市川 大輔,江口 晋,大段 秀樹,今村 一歩,黒田 慎太郎,滝口 光一,新原 正大,鷲尾 真理愛：消化器外科医が働き方改

革に挑むために考えること. 日本消化器外科学会総会 77回: SS1, 2022.

岡田 怜美,井上 悠介,足立 利幸,伊藤 信一郎,足立 智彦,曽山 明彦,小林 和真,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：高齢者大腸癌へ
の腹腔鏡下手術における術前フレイル評価の有用性. 日本消化器外科学会総会 77回: P012, 2022.

藤田 拓郎,小坂 太一郎,松島 肇,田中 貴之,足立 智彦,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：先天性胆道拡張症の胆道穿孔を契機に

発見された若年胆道癌の一例. 臨牀と研究 99(8): 1035-1038, 2022.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.381 2.789 0.981 2.737

総計

5 1 22 28 10 0 178

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

合計 総計

2022 49 1 1 0 2 5253 5 3 6 0

A-b B-b B-c B-d B-eA-d

B-b

学会

合計

2022

2022

72 86

A-c

216

139

論文数一覧

A-a A-e SCI合計 B-a

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

168.800

188

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

8.884 3.246

円城寺 貴浩,小林 慎一朗,林 康平,荒木 智徳,本田 琢也,小林 和真,赤澤 祐子,金高 賢悟,中尾 一彦,江口 晋：集学的治療が奏

功し、根治切除し得た食道NECの1例. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 76回: 274, 2022.

小林 慎一朗,金高 賢悟,米田 晃,松本 亮,松隈 国仁,小林 和真,江口 晋：胸部中部下部食道癌における頸部リンパ節転移お

よび頸部リンパ節早期再発のリスク因子解析. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 76回: 174, 2022.


